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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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■ 点数分布
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受賞回・年⽉

⾼級中華麺
⾦賞内定

つるつるもちもちした⾷感が良い

⽼若男⼥問わず受け⼊れられる商品

⼩⻨の⾵味と卵の⽢味のバランスが良い
BtoBが主体なのでパッケージに無駄がない
ネーミングが直球で、⾃信の表れが伝わる

BtoB商品でも、パッケージにこだわりがあると良い
選ばれる理由の明確化に課題が残る
広報専任体制がないので今後に期待したい

「⾼級」であることが伝わりにくいのが残念

ブランドとしての印象形成がやや弱い気がする
厳選された「⼩⻨」の産地がわかるとなお良い
安全情報の可視化がやや不⾜している

のどごしが良く、スープによく絡む

開発ストーリーに実⽤性と信頼性を感じる

第99回（2026年5⽉）

点数分布として、銀賞相当が5％、⾦賞相当が41％、グランプリ
相当が54％を占めた結果、総合評価89％で⾦賞内定となりました。
味や⾷感に対する評価が圧倒的に⾼く、つるんとした⾷感と、卵
と⼩⻨の⾵味が感じられることがその要因です。
⼀⽅でWEBアンケートの結果が伸び悩みました。
パッケージのシンプルさも賛否両論あり、評価が分かれるところ
となりましたが、全体的には素晴らしい商品との意⾒が多くあり
ました。
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5.7%

5.8%

2.8%
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美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

均⼀できれいな⽣成⾊

透明度は感じられない

やや明るい印象の⾊合いで濃淡は
ない

幅は1〜2ミリの細麺、⻑さは30セ
ンチ程度、麺は切れやすい

125gと、1⾷にはやや多めの印象

軽やかな印象を受ける

⽢く優しい⾵味を感じる⾹り

柔らかく優しい⾹り

スープとの相性が良く、相乗効果
が期待できる⾹り

ずるずるっと麺をすする⾳が想像
でき、⾷欲をそそる⾹り

途切れやすく繊細な⾹り

⼩⻨の⾵味と卵の⽢味を満喫でき
る⾹り

麺が⾮常に細く、個⼈的にとても好みの細さなので⾷べる前のテンションが上がりました。
シンプルな醤油味や塩味系のスープとの相性が良さそうとの印象です。
開封時にふんわりと⽢味のある⾹りが漂いますが、それほど強くはありません。
麺はすぐほぐれそうな柔らかい感じを受けます。

第⼀印象は繊細で⾼級感のある麺といったところでしょうか。
パッケージは「中華麺」のロゴが⼤きく、右下に⼩さく「⾼級」とありますが、これは同じ⼤きさのフォ
ントにして「⾼級中華麺」としたほうがより⾼級感が伝わるような気がします。
内容量は125ｇとやや多い印象を受けますが、細麺なのでそれほどでもないのかもしれません。
シンプルに⼩⻨粉に卵、⾷塩、かん⽔だけを加えて作られた麺に⾮常に期待が⾼まります。
すでにラーメンをすする⾳が脳内で再⽣され始めていました。⾷べるのがとても楽しみです。

茹で時間が1分半〜2分と短く限られているため、好みの固さに茹でるのがやや難しそうです。
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⾷中感の⾷レポ

【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

酸味はほぼ感じられない

苦味はほぼないが、スープとの相
性にもよる
中華麺の旨味がスープと合わさっ
て存分に引き出されている

卵の⽢味が満喫できる

決して強くはないが、麺特有の塩
味を感じる

シンプルで安定感を感じる味わい

誰からも受け⼊れられる安定した
匂い

熱々のスープに絡めて⾷べたい

茹で時間にもよるが、やや柔らか
い印象
茹でるともっちりとして湿り気が
ある

粘り気はあまり感じられない

もちもちとした⾷感とのどごしの
良さを感じるつるんとした印象

麺とスープの相性次第で素晴らし
いハーモニーを⽣み出す

ずずっと⾳を⽴てて⾷べたくなる

審査会では醤油味のスープでいただきました。
麺が柔らかくのどごしが良い、つるんとした⾷感がやみつきになる、スープとの相性が良く麺とスープが
絡みやすいなどの⾼評価が数多く出ています。特に麺の⾷感に関しては、他社製品と圧倒的に違い素晴ら
しいと絶賛した審査員もいました。
麺の⾵味に関しても、卵を多く加えることで、⼩⻨の⾵味にコクとまろやかさが加わっているとの意⾒が
多数ありました。
麺の噛み応えに関しては好みが分かれましたが、全体的にはすべての審査員が好印象を持ちました。

試⾷の麺がやや柔らかかったので、⾃宅では茹で時間を1分半にし、鶏ガラスープで作ってみました。
予想通り塩系のスープとの相性も抜群で⼤満⾜です。麺がシンプルなので、トッピングもあまり増やさず、
茹で卵、メンマ、ネギ、のりなどが合いそうです。
好みの固さに茹でるのはやや難しそうです。
ちょっと油断すると麺が柔らかくなってしまいそうなので、そうめん感覚で茹でるのが良さそうという感
想を持ちました。
やや多めだと思っていた125ｇの麺も実際に⾷べてみるとあっという間に完⾷してしまいました。
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⾷後感の⾷レポ

【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

やや量が多い印象だが、麺がさっぱりとしているので、胃にも
たれず完⾷できる

いつどこででも⾷べられる万⼈受けする⾷感。地域によっては
好みが分かれるかも

⾃宅で作る昼⾷にピッタリの麺。イベントなどで⼤勢で調理し
て⾷べても楽しめそう

麺⾃体はシンプルで⾵味が良いので、カロリーを気にせず⾷べ
られるが、合わせるスープの種類にもよるかも

五感4 評点

視覚 4

聴覚 2

触覚 4

味覚 5

嗅覚 2

五味 評点

酸味 0

苦味 1

うま味 4

⽢味 4

塩味 3

広義の味 評点

笑顔になれる味 5

家族が喜ぶ味 5

優しい味 5

元気が出る味 4

素朴な味 4
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

普通の中華麺よりも卵を多く使⽤していることで、卵の⽢味と⼩⻨の⾵味のハーモニーが素晴らしいものに
なっていることが実感できます。
噛むほどに旨味を感じられるというのも納得できる味わいです。
つるんとした麺はのどごしが良く、スープとの相性も抜群で、時間が経っても麺が伸びにくいという印象を
受けました。
審査会では少し茹で過ぎで柔らかい印象でしたが、茹で時間を少なくしてもそれほど⼤きな変化はありませ
んでした。⻭ごたえについては様々な意⾒があり、好みが分かれました。

「どうすればできるか」を考えて⾏動することが、お客様への価値提供に繋がるとの姿勢が素晴らしいとの
意⾒が数多くありました。サンプルが注⽂できるのも⾼評価となっています。
ウェブサイトも⾒やすく、製造⼯程を⾒ることができるのが、安⼼感につながっています。
衛⽣・品質管理も同様に⾒ることができれば尚良いとの意⾒がありました。
また、現時点では広告予算や担当者などの配置がないようですので、今回の受賞を機に、SNSもさらに更新
頻度を上げて、フォロワーを増やしていかれることに期待しています。

得意先の職⼈さんからの声をきっかけに開発が始まった商品であることから、⽤途における信頼性が⾼く、
安定した需要を⾒込めるのが素晴らしいとの意⾒がありました。
ラーメンはもはや⽇本の国⺠⾷であり、万⼈に愛される⼀品です。
その分トレンド商品というわけではないので、⻑い⽬で⾒た上での販売戦略が必要になってくるだろうとの
提案もありました。
こだわりのあるラーメン通や、⾃宅でプロの味を再現したいというターゲット層に響くアピールができると
良いと思います。

「⾼級中華麺」というネーミングが直球でわかりやすいと⾼評価に繋がっています。シンプルな商品名であ
ることが、⾃信の表れに繋がっているとの好印象を持ちました。⼀⽅で⾼級感が伝わりにくい、「中華そば
麺」でもいいのではないかという意⾒もありました。
パッケージに関しては、BtoB販売がメインのため、シンプルで中⾝の⾒えることに安⼼感を覚えるという意
⾒が多くありました。今後⼀般消費者向けに販売を増やすのであれば、シール貼付などによるアピールが必
要になってくると思います。また、内容量の記載がややわかりにくいかもしれません。125ｇ×2だと、125
ｇ麺が2つ⼊っていると勘違いするのではないかと思いました。（今回の審査⽤ということであれば問題あり
ません）

⻑年にわたり中華麺の販売をしているとのことで、得意先の顧客からブランド価値を認められていると感じ
られます。数多くの飲⾷店からの信頼を得て、「プロが選ぶ麺」としてもブランディングは間違いないで
しょう。
その⼀⽅で、「⾼級」というネーミングを裏付けるストーリーや価値の訴求がやや弱いのが残念です。
素晴らしい⾵味を前⾯にアピールし、他社製品との差別化を明確にしていくことに期待します。
⼀般消費者向けにももっと販売してほしいとの声も多く、ぜひ今後の販売戦略の参考にしていただければ幸
いです。

原材料管理から製造⼯程まで⼀貫した管理体制が構築されており、安⼼感のある商品設計に繋がっていると
の⾼評価が多くありました。
オンラインショップでは⾷品表⽰を直接確認することができるので、安⼼感があるとの感想も数多く聞かれ
ました。
せっかくなので、厳選された⼩⻨の産地などがわかると更に良いとの意⾒が出ています。
また、中華麺にアルコールが含まれていることは多いですが、記載などが⼀切ないことがやや気になるとの
意⾒もありました。



■ 要因分布
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〒102-0082 東京都千代⽥区⼀番町15-8 壱番館5階
Tel：03-3265-0518 / Fax：03-3265-0519
Mail：info@foodanalyst.jp

このたび、「⾼級中華麺」をジャパン・フード・セレクションの⾦賞内定となりました。
「商品に独⾃の価値と物語を持たせ、顧客の記憶に残る存在にする」という考えのもと、⽇々中華麺⼀
筋に技術を磨き、研鑽する姿勢に敬意を表します。
今回の審査では、シンプルでわかりやすい中華麺の良さを存分に堪能することができました。
なによりも味に対する評価は⾮常に⾼く、職⼈さんたちと作り上げた麺の素晴らしさを味わうことがで
きたのは何より⼤きな喜びです。
BtoB商品はパッケージなどを評価するのはやや困難なのですが、シンプルで商品名もわかりやすく概ね
好評でした。
ウェブサイトを拝⾒するとサンプル注⽂もできるとあり、商品に対する⾃信が伝わってきます。
餃⼦、シュウマイ、ワンタン、春巻きの⽪もあり、⾃分でも注⽂して作ってみたいという気になりまし
た。
また普段⽬にすることのない製造⼯程にも興味を惹かれました。
QRコードからのヤフーショッピングへの誘導やSNSへの誘導なども整備されていて好感が持てます。
このように⼀般の消費者も商品が購⼊できるのはとても嬉しいです。
ぜひパッケージやECサイトでのアピールをしていただき、この素晴らしい商品を多くの⽅に⼿に取って
もらいたいと思います。

あと⼀歩、グランプリに届かなかった要因をお伝えします。
麺⾃体はとても美味しくいただきましたが、「⾼級」と謳っているからには何かアピールポイントがあ
ると更に良い商品になるとの提案がありました。
数ある他社製品との明確な差別化が伝わるとなお良いでしょう。
また、お客様相談室の設置や、SNSの更なる活⽤なども期待したいところです。せっかくインスタグラム
があるので、フォロワーも増やしたいですし、投稿頻度も増やすと良いのではないかと思います。
ラーメンはもはや⽇本の国⺠⾷であり、誰もが好むメニューであることは間違いありません。
ラーメン検定、ラーメンソムリエなどの資格もあるほど注⽬の⾼いテリトリーと⾔えます。
そのような中で、この⾼級中華麺が⼀⼈でも多くの⽬に留まり、更なる⾶躍と活躍をされるのを楽しみ
にしています。

93%

86%

91%

86%

87%

90%

要因分布として、86％から93％の範囲に分布してい
ます。味や⾹りなど五感からなる商品⾃体の魅⼒を表
す「内部的要因」が最も⾼く、93％となりました。今
回全審査員が、のどごしが良く⾵味もある麺に対して
⾼い評価を付けています。続いて「市場要因」が91％
となり、幅広い年代から受け⼊れられることが⾼評価
に繋がりました。「素材・安全性」も90％と⾼く、安
全管理体制への安⼼感があると認識しています。
「ブランディング要因」は87％となり、⻑年BtoBで安
定した販売を続けていることに好感が持てます。⼀⽅
で「⾼級」であることのアピールがやや弱い気がしま
した。「外部的要因」と「マネジメント・PR要因」は
86％でした。商品名がわかりやすくパッケージもシン
プルであることを評価する意⾒が多い⼀⽅、特徴に⽋
けるとの指摘がありました。PR等に関しては、インス
タグラムの活⽤をされていることは素晴らしいと評価
する半⾯、広報⾯がまだ弱く、今後の伸びしろは⼤き
いとみています。
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